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令和４年 ７月６日 
みどり３３推進担当部 
み ど り 政 策 課  

 
令和３年度世田谷区みどりの資源調査結果の概要について（報告） 

 

１ 主旨 

区では、世田谷区みどりの基本条例、同施行規則に基づき、みどり行政の今後の施策の

基礎資料とすることを目的として「みどりの資源調査」及び「生物の資源調査」を５年毎

に実施している。 

この度、令和３年度に実施した本調査の結果（概要）を取りまとめたので、報告する。 

 

２ 調査項目及び手法 

（１）みどりの資源調査 

 区内全域を対象に、緑被状況などについて航空写真判読、資料調査、現地調査等を実施

した。 

 

 主な調査項目 

   緑被調査、みどり率調査、樹林地調査、樹木調査、接道部緑化調査、壁面緑化調査 

 

 

（２）生物の資源調査 

 世田谷のみどりの特性や行政区域により５地区を選定し、植物、哺乳類、爬虫類、両生

類、鳥類、昆虫類、魚類、底生動物について、現地調査した。 

 

３ 調査結果の概要 

 【別紙】参照 

 

４ 今後の予定 

令和４年８月 区政情報センター、図書館への報告書設置及び区ホームページへの掲載 
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１．「みどりの資源調査」の結果 

（１）緑被率・みどり率 

 
 
 
 
 
 
 

※みどり率：緑被部分※に水面と公園内の緑被以外の部分を加えた面積が区の総面積に占める割合 

※緑 被 率：緑被部分※が区の総面積にしめる割合 

※緑被部分：上空から見たときに樹木、竹林、草地、農地などの緑が地表面を被う部分 

 
■自然面率・みどり率・緑被率・公園率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※自然面率：みどり率に裸地を加えた面積が区の総面積に占める割合 

※公 園 率：区の総面積に占める公園面積の割合 
 
 

別紙 
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（２）緑被の主な減少要因 
ⅰ）敷地規模の大きい施設整備による樹木、草地の減少 
平成２８年からの５年間に、複数の敷地規模の大きい住宅団地やＪＲＡ馬事公苑、

第一生命グラウンドなど、比較的規模が大きい敷地において、施設整備による樹木

地や草地が減少した事例が多いことがあげられる。 
 

 
緑被の減少事例（JRA馬事公苑） 

 
ⅱ）敷地の細分化による樹木の減少 
独立住宅の敷地面積 150 ㎡未満の敷地数は、平成２３～２８年調査、平成２８～

令和３年調査共に増加しており、引き続き敷地の細分化が進んでいることが分かる。

150 ㎡未満の独立住宅で敷地数が特に増えているのは、110 ㎡未満のものであり、

このような小規模な独立住宅では緑化余地がほとんどないため、小規模な独立住宅

が増えることで緑被面積が減少することとなる。緑被率が比較的高い玉川地域、砧

地域、烏山地域では、敷地の細分化が可能な屋敷林等を有する住宅地が多いため、

緑被率の減少も大きくなっている。 
 

 
敷地細分化による緑被減少事例（喜多見四丁目） 

 
ⅲ）宅地化による農地の減少 

宅地化による農地の減少(6.59ha 減少)も続いている。農地は敷地全体が緑被のた

め、1箇所当たりの減少面積が大きい。 

 

 

 

 

平成２８年度 令和３年度 

平成２８年度 令和３年度 
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（３）土地利用別の緑被面積 

土地利用別の緑被面積で増加が最も大きい土地利用は「集合住宅」であった。集合

住宅は敷地数、敷地面積ともに増加しており、緑地が確保された集合住宅が増加して

いると考えられる。 

一方、緑被面積の減少が大きい土地利用は、「道路」や「公園・運動場等」、「独立

住宅」、「屋外利用地」、「仮設建物」であった。道路は、接する敷地の樹木が少なくな

ったことにより緑被面積が減少したことが要因の一つと考えられる。また、公園・運

動場は、JRA 馬事公苑などの施設整備による樹木の減少が見られる。 

区内の約３割を占める独立住宅については、小規模な敷地が増加していることによ

る緑被面積の減少が見られる。 

 

（４）５地域のみどりの状況 
地域別のみどり率は、砧地域が32.97％で最も高く、北沢地域が17.35％で最も低い。

前回調査との比較では、世田谷地域と北沢地域が増加し、他の地域は減少した。減少ポ

イントが最も大きいのは玉川地域の 1.54 ポイントであった。 
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２．「生物の資源調査」の結果 

５地区合計の主な確認種数は、多い順に、植物が８２４種、昆虫類が５３０種、底生

動物が７９種、鳥類が３８種であった。 
市街地で一般的に見られるスズメやムクドリなどの種が多く確認された。また、食物

連鎖の上位に位置するオオタカやチョウゲンボウ、タヌキなどが確認された他、樹林環

境や水辺環境などの限定的な環境に依存するため近年の開発等による減少が指摘され

ているオオアメンボやヤマトタマムシなどの重要種も複数確認された。一方で、従来の

生態系への悪影響を与えることが懸念されている、特定外来生物のアレチウリやアカ

ボシゴマダラ、アライグマが確認された。 
 

■確認種数一覧（５地区合計） 
 植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類 底生動物 

確認科数 138 科 5 科 4 科 1 科 24 科 156 科 3 科 47 科 

確認種数 824 種 5 種 5 種 1 種 38 種 530 種 5 種 79 種 

 

■確認種数一覧（５地区別） 
調査 

地区 

番号 

地域区分注) 
行政 

区域 
調査地区名 

確認種数 

植物 哺乳類 爬虫類 両生類 鳥類 昆虫類 魚類 
底生 

動物 

1 ①みどりの連続

性が高い地域 
砧 都立砧公園 477 3 4 0 32 283 2 52 

2 玉川 等々力渓谷公園 299 4 3 1 19 172 4 46 

3 
②住宅地の中に

中・小規模緑地が

点在する地域 

烏山 
給田四丁目緑地と 

その周辺 
480 1 3 0 18 210 - - 

4 世田谷 烏山川緑道 371 1 2 0 17 201 - - 

5 

③市街化が進み

比較的みどりが

少ない地域 

北沢 

大原一丁目柳澤の

杜市民緑地とその

周辺 

391 0 1 0 12 122 - - 

※地域区分は、平成 28 年度策定「生きものつながる世田谷プラン」による 


